
米政権によるシリア攻撃を受けて（党声明） 

 

トランプ米政権がシリアのアサド政権に対し、ミサイル攻撃を実施しました。 

 

2013 年、アサド政権による化学兵器使用があっても軍事行動に踏み切れなかったオバマ

前政権とは異なり、トランプ氏が決断力を示したものと考えます。トランプ大統領の誕生で

国際秩序の先行きを危惧する向きもあるなか、わが党は、“トランプ革命”ともいうべき新

たな時代潮流が形成されることになると主張してきました。国連が機能不全に陥っている

現状にあって、対外関与の積極姿勢を示したトランプ氏の決断を、わが党は地球的正義にも

かなったものとして支持するものです。オバマ氏が対外消極姿勢を貫いたことで、IS の台

頭や米国の威信低下を招きましたが、トランプ大統領の下、この流れが覆され、強い米国が

復活することを期待します。 

  

 また、今回の攻撃は、米中首脳会談の最中の軍事行動であり、北朝鮮問題解決に消極的な

中国を牽制する狙いがあるとみられるほか、米国による北朝鮮への先制攻撃の可能性が取

り沙汰されるなか、金正恩政権に対する大きな圧力になるとの見方があります。いずれにせ

よ、北朝鮮による軍事的挑発がエスカレートするなか、米国等との連携を強化するとともに、

不測の事態も想定し、日本として抑止力強化を急がねばならないというのが、わが党の考え

です。トランプ米政権との間で同盟関係を維持・強化しつつ、誇りある主権国家として、憲

法 9 条改正や防衛費の増強などにより、自国の平和・安全を守り抜ける体制を構築すべき

です。その際、敵基地攻撃能力の保有はもちろん、抑止力強化に向け、自衛のための核装備

も排除すべきではないと考えます。 

  

国際情勢が混沌とするなか、日本を守り抜くとともに、この国を地域の平和・繁栄の確保

に貢献できる国家とすべく、幸福実現党は引き続き力を尽くす決意です。 


